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SDGs未来都市及び自治体 SDGsモデル事業について 

議 員 協 議 会 
2.3.17 政策経営部 企画課 

○SDGsについて 
持続可能な開発目標（SDGs）は、2015年 9月の国連サミットにて全会一致で採択され
た、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため、2030年
を年限とする 17の国際目標のこと。
○SDGs未来都市及び自治体 SDGsモデル事業について 

2018年から SDGsを日本の未来を創る国家戦略の主軸に据え、自治体による SDGsの
達成に向けた取組の提案を公募し、優れた取組を提案する都市を「SDGs 未来都市」に選
定している。さらに、その中で先導的取組を行う都市を「自治体 SDGsモデル事業」に選
定し、資金的に支援している。これまで 60 都市が SDGs 未来都市に、20 事業が自治体
SDGsモデル事業に選定されている。

１．SDGs未来都市及び自治体 SDGsモデル事業について 

（１）提案全体（「SDGs未来都市」選定）について 
○全体タイトル 

消滅可能性都市からの脱却

  ～持続して発展できる「国際アート・カルチャー都市」への挑戦～

○内容 

① 2030年のあるべき姿
「国際アート・カルチャー都市」の実現

世界とつながり、人々が集まるまち

多様な文化と出会いが生まれる劇場都市

区民一丸となった、安全・安心で人間優先のまち

みんなが主役の、文化とともに発展する環境都市

② 普及展開性

公が先導し、民がこれに連鎖して続く都市再生モデル

区庁舎の移転と跡地の民間再開発、4つの公園を核にしたまちづくり等
ソフト施策とハード施策の融合による相互連携効果

    文化施策と都市再生との融合、IKEBUSサポーターとの連携等による効果の波及
都市経営のモデル

多様性の尊重、知恵と工夫による「稼げる自治体」等

③ ステークホルダーとの連携

エリアマネジメント協議会との連携  「オールとしま」での連携

自治体間の連携  国際的な連携

２．本区の応募内容について 
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（２）モデル事業（「自治体 SDGsモデル事業」選定）について 
○事業名 

国際アート・カルチャー都市 実現戦略推進事業

○内容 

経済・社会・環境の三側面での事業展開と、それらをつなぐ統合的な取組により、持続

可能なまちづくりを目指す。 

  目標 具体的な取組 

経済面 
・多様な文化による地域活

性化 

・歩行者中心のにぎわい 

・フェスティバル・トーキョー 

・西口公園における文化イベント 

・東アジア文化都市との文化交流事業 

社会面 
・高密社会における誰もが

安心できる居場所づくり 

・総合高齢社会対策  ・多文化共生関連事業 

・区内保育施設 IKEBUS活用事業 
・池袋駅周辺４公園による安心創出 

・人が主役になる交通環境の実現（歩行者専用化等） 

・インクルーシブ公園の整備と園外保育の充実 

環境面 

・大都市における魅力ある

公園整備 

・協働による環境都市づく

り 

・グリーンインフラの拡充 

（グリーン大通り、立教通り） 

・低炭素地域社会づくり 

・協働による環境都市づくり 

（カーボン・オフセット等） 

統合的

取組 

３側面をつなぎ、相乗効果

を創出 

【公民連携による都市空間活用プロジェクト】 

・池袋駅周辺４公園を中心とするエリアマネジメント組

織間の連携 

・IKEBUSによる４公園を中心とした連携強化 
・身近な中小規模公園を住民とともに活用 

・３月上旬～下旬：書面評価及びヒアリング対象団体（30程度）の決定
 ※ヒアリング対象に選定された団体は、「SDGs未来都市」の選定推薦の候補となる。
・４月中旬   ：ヒアリングの実施

・４月下旬   ：「SDGs未来都市及び自治体 SDGsモデル事業」の選定
・５月中旬以降 ：「SDGs未来都市及び自治体 SDGsモデル事業」の決定

３．今後のスケジュール 



2020 年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要（提案様式３） 

自治体ＳＤＧｓモデル事業名：国際アート・カルチャー都市実現戦略実施事業 提案者名：豊島区 

取組内容の概要： 東アジア文化都市や東京 2020 大会を通じて強化されたレガシーを最大限に活用しながら、大都市の高密都市における課題を乗り越え

本区の強みを活かした文化を基軸とした施策を多様な主体との協働により総合的に展開することで、持続発展可能な都市を目指していく。 

環 境 

社 会 

事業名 公民連携による都市空間活用プロジェクト
公民連携による公共空間の多機能化・高質化により、高密都市と
しての社会課題を解決し、誰もが主役となる都市空間を形成する。 

〇主な内容
・4 つの公園を中心とするエリアマネジメント組織間の連携 
・ゆっくり走る電気バス IKEBUS による４公園を中心とした連携強化 
・暮らしの中にある身近な中小規模公園を住民とともに活用 

〔課題〕 
●高齢者の外出促進 
●子どもの遊び場創出 
●誰もを受け入れる社会

〔課題〕 
●賑わい、回遊性の拡大 
●歩きたくなるまちづくり 

〔課題〕 
●公園の拡大が困難 
●自然が少ない 

【目標】
◎高密社会における誰もが活躍・安心できる場づくり

【目標】 ◎大都市における魅力ある公園整備 

経 済 

【目標】 ◎多様な文化による地域活性 三側面をつなぐ統合的取組み 

誰もが活躍できる社会が 
新たな経済活動を促進

身近に楽しめる公園等が整備
されることで居心地のよいまちに

人間優先の社会づくりは、誰もが 
ゆっくり楽しめる交通の利用増進へ 

まちの賑わいによる収益が 
公園等みどりの環境整備へ還元 

公園のリニューアル等の整備、 
IKEBUS 運行による来街者の増大

消滅可能性都市から持続発展都市「国際アート・カルチャー都市」へ 豊島区モデルを構築、全国に発信 

◎歩行者中心の賑わい

◎協働による環境都市づくり 

文化交流活動を幅広く展開
することで誰もが主役のまちに

＜方向性＞公民連携した魅力ある都市空間 

＜方向性＞既存公園の有効活用、新技術の活用、協働による工夫 

＜方向性＞誰もが安全に楽しめる身近な居場所づくり 

参考資料１
本区提案書類より
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参考資料２
外務省資料より
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参考資料３
外務省資料より


